
１
年
間
で

ま
ち
が
使
っ
た

お
金
の
話

No.106
（令和3 年９月議会を掲載）

一 緒 に 開 け よ う！ ま ち の 未 来 へ つ づ く

次号の ｢ とびら ｣ は
令和４年２月１日発行 予定です

鹿嶋市議会だより



22021年 11月 1日
鹿嶋市議会だより

令和２年度決算令和２年度決算からから

一般会計一般会計のの決算決算ををPICK UP！PICK UP！

歳入総額 345億9,108万円 － 歳出総額 339億636万円
　　　　（前年度比93億7,854万円増）　　　　　（前年度比97億4,323万円増）

　　　　差し引き額　6億8,471万円（前年度比3億6,468万円減）
翌年度に繰り越す（使い道が決まっている）財源1億3,983万円を差し引くと実質収支額 5億4,488万円の黒字（前
年度比　2億8,332万円減）。地方財政法第７条に基づいて、約半分の2億8,000万円を財政調整基金に積み立て、
残る2億6,488万円が翌年度繰越金（使い道がまだ決まっていない財源）となります。
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皆様からの税金
113億6,400万円　
　（32.9％）

皆様からの税金
113億6,400万円　
　（32.9％）

（民生費）
福祉や子育て支援の充
実のために
100億8,763万円　
　（29.8％）

（民生費）
福祉や子育て支援の充
実のために
100億8,763万円　
　（29.8％）

（総務費）
組織管理や特別定額給付金、
防災、広報に
97億5,740万円　
　（28.8％）

（総務費）
組織管理や特別定額給付金、
防災、広報に
97億5,740万円　
　（28.8％）

（衛生費）
ワクチン接種や健診などの
保健衛生やごみ処理などに
40億5,951万円　
　（12％）

（衛生費）
ワクチン接種や健診などの
保健衛生やごみ処理などに
40億5,951万円　
　（12％）

（教育費）
学校や生涯学習のために
38億5,268万円　
　（11.4％）

（教育費）
学校や生涯学習のために
38億5,268万円　
　（11.4％）

（土木費）
道路などの土木工事などに
20億244万円（5.9％）

（土木費）
道路などの土木工事などに
20億244万円（5.9％）

（公債費）
借りているお金の返済に
18億3,988万円（5.4％）

（公債費）
借りているお金の返済に
18億3,988万円（5.4％）

（消防費）
消防活動のために
10億5,934万円（3.1％）

（消防費）
消防活動のために
10億5,934万円（3.1％）

（商工費）
商いや観光を盛り上げるために
5億9,653万円（1.8％）

（商工費）
商いや観光を盛り上げるために
5億9,653万円（1.8％）

（農林水産業費）
農業、畜産業、林業、水産業の振興に
3億6,649万円（1.1％）

（農林水産業費）
農業、畜産業、林業、水産業の振興に
3億6,649万円（1.1％）

（議会費・労働費・災害復旧費・諸支出金）
その他　2億8,442万円（0.7％）
（議会費・労働費・災害復旧費・諸支出金）
その他　2億8,442万円（0.7％）

入ったお金
345億9,108万円
入ったお金

345億9,108万円

使ったお金
339億636万円
使ったお金
339億636万円

国が負担したお金
116億4,005万円　
　（33.7％）

国が負担したお金
116億4,005万円　
　（33.7％）

県が負担したお金
23億5,069万円　
　（6.8％）

県が負担したお金
23億5,069万円　
　（6.8％）

国や県から
交付されたお金
46億708万円（13.2％）

国や県から
交付されたお金
46億708万円（13.2％）

借りたお金
20億4,890万円　
（5.9％）

借りたお金
20億4,890万円　
（5.9％）

給食費などの諸収入
7億813万円（2.1％）
給食費などの諸収入
7億813万円（2.1％）
前年度からの繰越金
6億2,940万円（1.8％）
前年度からの繰越金
6億2,940万円（1.8％）
各種基金からの繰入金
4億7,452万円（1.4％）
各種基金からの繰入金
4億7,452万円（1.4％）
ふるさと納税などの寄附金
2億5,853万円（0.8％）
ふるさと納税などの寄附金
2億5,853万円（0.8％）
その他
5億1,395万円（1.4％）
その他
5億1,395万円（1.4％）
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依

存財源 59.6％

【財政調整基金】大災害時や大幅な税収減などの緊急時に取り崩す基金の残高は…？
7,651 万円を取り崩し事業の財源に充て、4 億 2,060 万円（決算剰余金含む）を新たに積み立て 17 億 4,599 万円

（前年度比 3 億 4,408 万円の増）となった。
※「鹿嶋市財政計画」では 20 億円の確保を目安に積み立てや取り崩しを行っている。

決
算
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　民間の発想や自由な立場からまちづくりを進める組織として設立したまちづくり会社の事業経費に
対し補助を行い、鹿島神宮周辺地区の賑わい創出を図る事業。
　まちづくり会社の主な事業内容としては、まちなか空き店舗マッチング事業（空き家改修モデル、
移住促進住宅の計画、まち珈琲「あらみたま」実証実験など）、門前かみの市事業（お土産商品の開
発、門前かみの市、まち舞台こけらおとし）、未利用地空間活用賑わいづくり事業（つなフェス開催計画、
学生と地域の連携によるシャレットワークショップ計画）など。

A改善中心市街地活性化支援事業
決算額1,760万円（財源：市895万円、国県865万円）

その他特別会計の決算状況
特別会計名 歳入 歳出 差額

国民健康保険 68億1,504万円（4億7,901万円減） 66億3,679万円（5億6,073万円減） 1億7,825万円

後期高齢者医療 7億9,500万円 （9,350万円増） 7億9,248万円 （9,325万円増） 252万円

介護保険 46億1,343万円（2億2,914万円増） 44億598万円（1億2,865万円増） 2億　745万円

平井東部土地区画整理 1億4,710万円 （3,105万円増） 9,336万円 （290万円増） 5,374万円

農業集落排水 7,344万円 （251万円減） 6,950万円 （55万円減） 394万円

墓地 1,846万円 （655万円減） 935万円 （612万円減） 911万円

公共料金等 2億2,277万円 （1,625万円減） 2億2,277万円 （1,625万円減） 0円

合　　計 126億8,528万円（1億5,064万円減） 122億3,026万円（3億5,885万円減） 4億5,502万円

決算
審査

予算決算常任委員会の決算審査では、３つの分科会に分かれ、令和２年度
の決算を詳細にチェック。さらに５つの事業を抽出し、評価をしました。

【決算評価】　Ａ：十分評価できる　Ｂ：やや評価できる　Ｃ：あまり評価できない　Ｄ：全く評価できない
【今後の方向性】　 拡充 さらに充実して継続	 継続 現在の水準で継続	 改善 改善・効率化して継続

※内田委員は市の監査委員を務めているため、決算審査には参加しません。

総務生活分科会 委員長：池田芳範 	 副委員長：栗林京子
委　員：内田政文、立原弘一、河津　亨、舛井明宏　　　　　　　

ピックアップ

※（　）は対前年度比

委員の評価

十分評価できる 改善
　活気のないまちを活性化しよう
と努力している。成果はまだ出て
いないが、行政に頼らない姿勢、
目標を持って事業を行っている。
今後、まちづくり会社として財源
をどう確保していくのかが課題。

十分評価できる 改善
　コロナ禍を考慮し、慌て
ないで事業のペースを調
整しながら進めてほしい。
市は国、県の補助金確保
に向けた協力を。

十分評価できる 改善
　効果としてはまだ大きな成
果は上がっていないが、行政
ではできないアイディアを出
しながらの活動は評価できる。
今後、市としてどういう支援
ができるのか検討が必要。
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　在宅の高齢者に対し必要な支援を行うと
ともに、高齢者の生きがいと社会参加を推
進し、在宅の高齢者等を介護している家族
の負担の軽減を図ることを目的として行う
事業（高齢者地域支援事業・高齢者の生き
がいと健康づくり事業・食の自立支援事業
等を展開）。

委員の評価 　

　市内におけるスポーツ活動の普及・振興
を図り、健康で文化的な市民生活の向上に
寄与し、地域間交流の拠点となるよう運動
施設の適切な管理・運営を行う事業。
※文教厚生分科会では、本事業の内、施設
の維持管理を除く事業の評価を実施。

委員の評価

A B介護予防・地域支え合い事業
決算額3,861万8千円

（財源：市459万9千円、国県33万3
千円、その他3,368万6千円）

体育施設管理費
決算額1億9,492万2千円

（財源：市1億9,492万2千円）
※施設の維持管理費用を除く

継続

改善

【決算評価】　Ａ：十分評価できる　Ｂ：やや評価できる　Ｃ：あまり評価できない　Ｄ：全く評価できない
【今後の方向性】　 拡充 さらに充実して継続	 継続 現在の水準で継続	 改善 改善・効率化して継続

文教厚生分科会 委員長：樋口富士男 	 副委員長：小松﨑敏紀
委　員：飯塚俊雄、根崎　彰、宇田一男、佐藤信成、川井宏子

ピックアップ ピックアップ

やや評価できる 改善
　安全を配慮した中での適切な管理という
ことについて、コスト等も含め、民間企業
の活用等新たな展開の検討を。

十分評価できる 継続
　介護保険にもれた人に対しての食事の支
援や、元気な高齢者の健康維持活動等、必
要性は高い。拡充したいところではあるが、
市の財政状況からも継続と評価。

やや評価できる 改善
　施設の管理については、市から指定管理
者に対し、しっかりと指導が必要。

十分評価できる 拡充
　本来介護保険制度の中で支援ができれば
いいが、現状では必要な事業。病院との連
携についても検討が必要。

やや評価できる 改善
　今後の活用ということを考えると、時代
に合った方法で進めてもらいたい。市が掲
げるスポーツを活かしたまちづくりの目標
とうまくリンクされていないのでは。

十分評価できる 継続
　十分評価できる事業であるからこそ中身
の精査を。実情どう運営していくべきか再
検討しながら持続可能な継続を。

やや評価できる 改善
　これまで通りの維持運営だけでなく、新
たな活用の方向性を。民間企業等を活用す
ることにより市民サービスにどのように反
映されていくのか、期待をしてみていきたい。

十分評価できる 継続
　高齢者の独居の見守りや、高齢者を体力
づくりに導く取組等十分評価できる。事業
を継続できるよう、財源の確保を。

十分評価できる 改善
　国体やオリンピックが終了し、施設の管
理費用まで含めた様々な見直しができるは
ず。

十分評価できる 継続
　高齢者や一人暮らしの人に支援ができて
いるので、十分評価できる。

決
算
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　市商工会の支援のほか、中心市街地活性
化に資するための創業支援となるチャレン
ジショップ支援、コロナ禍でも地域経済の
活性化を図るためにプレミアム付き商品券
発行事業など、市内の商工業者を支援し、
地域経済の活性化を図るための事業。

委員の評価 　

　農業の担い手や新規就農者の育成、施設
整備や農地の集約化などの推進により農業
の振興・発展による経営の安定・向上を図
る事業。

委員の評価

B B商工業振興事務経費
決算額3億3,647万3千円

（財源：市8,027万8千円、国県5,619
万5千円、その他2億円）

農業振興事業
決算額5,711万5千円

（財源：市1,537万4千円、国県4,151
万7千円、その他22万4千円）

継続 拡充

都市経済分科会 委員長：坂本仙一 	 副委員長：笹沼康弘
委　員：田口　茂、小池みよ子、山口哲秀、菅谷　毅

ピックアップピックアップ

やや評価できる 拡充
　現在の事業は国の助成事業の仕組みの中
できちんとしていただいている。今後の取
組の中で、農業法人化を目指して、行政と
して管理的業務を支援できないか研究を。

やや評価できる 継続
　コロナで中止となった事業はあるが、プレ
ミアム付き商品券の事後アンケートやチャレ
ンジショップの新規出店実績からも評価に
値する。鹿嶋まつりは工夫をしながら実施を。

やや評価できる 継続
　様々な補助メニューを用意しており評価
できる。しかし、やむを得ない部分もあるが
決算審査としては8,000万円の不用額が出て
いることは課題となる。今後は働き手の確
保など別の形でも支援ができるよう研究を。

やや評価できる 継続
　プレミアム付き商品券については小型店
舗の利用が進むようもうひと工夫を。商工
業全体として、今後、一人でも多くの市民
が参画できるように。

やや評価できる 拡充
　限られた予算の中で事業を実施。産業とし
ての農業は今後大いに伸び代がある。農業の
今後の方向性を行政が示すことを期待する。

やや評価できる 継続
　プレミアム付き商品券は換金率も高く、評
価できる。課題を次に活かし制度設計してほ
しい。今後は商工業全体として外から稼ぐ意
識を。時代に沿った経営者の育成に期待する。

やや評価できる 拡充
　農家の皆さんには頑張って鹿嶋の農業を
支えてほしい。行政が支援できることはま
だある。これからの発展の余地を残してや
や評価できるとする。今後はより拡充した
支援を。

やや評価できる 継続
　今後も地場産業の育成を図ってほしい。
商工会への補助金については、会員を増や
すようなインセンティブの導入など見直し
を検討してはいかがか。

やや評価できる 継続
　新規就農者数の確保や耕作放棄地の解消
も進み、成果が出ている。新規就農者が増
えても、どう継続していくかという視点が
大事。今後は法人化などソフト面の支援が
大事になってくる。

やや評価できる 継続
　コロナ禍という特殊な状況の中、努力をし
ていることは評価できる。しかし、商工会への
補助金については、関係性や“市全体”の商工
業の振興という方向性を整理した上で工夫を。
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結　果

市長から提出された議案及び報告　20件

議 案 第 51 号 令和３年度鹿嶋市一般会計補正予算
（第５号）

歳入歳出それぞれ5億6,213万9千円を追加し、総額247億
5,538万9千円とするもの。歳入の主なものとしては、地
方交付税の増5,574万8千円、国庫支出金の増2億294万1
千円、県支出金の増6,473万2千円、財政調整基金繰入金
などによる繰入金の増6,068万6千円、前年度繰越金の増
1億1,488万2千円など。歳出の主なものとしては、還付
金関係経費6,418万円、地域子育て支援センター整備事業
5,432万円、新型コロナウイルスワクチン接種経費5,097
万8千円、合併浄化槽等普及推進事業1億53万7千円など
を計上。

原案可決

議 案 第 52 号 令和３年度鹿嶋市国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ140万2千円を追加し、総額69億9,431
万9千円とするもの。歳入としては、財産収入の増15万円、
繰越金の増125万2千円、歳出としては、保険給付費の増
50万円、積立金の増15万円、諸支出金の増75万2千円を
計上。

原案可決

議 案 第 53 号 令和３年度鹿嶋市介護保険特別会計
補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ2億807万9千円を追加し、総額46億
2,442万3千円とするもの。歳入としては、国庫支出金63
万5千円、繰越金2億744万4千円、歳出としては、総務
費38万5千円、積立金3,698万8千円、諸支出金1億7,070
万6千円を計上。

原案可決

議 案 第 54 号 令和３年度鹿嶋市農業集落排水特別
会計補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ149万4千円を追加し、総額7,453万8千
円とするもの。歳入としては、一般会計繰入金の増55万
5千円、前年度繰越金の増93万9千円、歳出としては、施
設維持補修工事費による大船津地区農業集落排水施設費
の増149万4千円を計上。

原案可決

議 案 第 55 号 令和３年度鹿嶋市下水道事業会計補
正予算（第１号）

収益的収支について、支出予算総額から営業費用446万3
千円を減額し、総額14億2,939万円とするもの。資本的収
支について、支出予算総額に建設改良費429万1千円を追
加し、総額10億3,364万6千円とするもの。

原案可決

議 案 第 56 号 令和３年度鹿嶋市水道事業会計補正
予算（第１号）

収益的収支について、支出予算総額から営業費用326万1
千円を減額し、総額17億2,267万円とするもの。 原案可決

議 案 第 57 号 鹿嶋市営宮中地区駐車場の設置及び
管理に関する条例

宮中地区に新たに市営駐車場を設置することに伴い、その
設置及び管理に関して必要な事項を定めるとともに、関
係条例を整理するため、制定するもの。

原案可決

議 案 第 58 号 鹿嶋市手数料徴収条例の一部を改正
する条例

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律の改正に伴い、マイナンバーカード（個
人番号カード）の再交付に係る手数料の徴収が地方公共
団体情報システム機構により行われることとなるため、条
例の一部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 59 号 鹿嶋市資金積立基金条例の一部を改
正する条例

ふるさとづくりに資する事業の経費に充てることを目的と
する鹿嶋市ふるさと納税基金の設置等を行うため、条例
の一部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 60 号

鹿嶋市個人情報保護条例及び鹿嶋市
行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例の一部
を改正する条例

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律の改正に伴い、号ずれの修正等を行う
ため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

９月
定例会

令和２年度の決算や宮中地区に新設する
市営駐車場の管理条例などについて審議
８月31日～９月24日の25日間、令和３年第３回定例会が開催されました。市長から提出された20
件の議案や、議会へ提出されている１件の請願、委員会から提出された２件の意見書、議員から
提出された１件の議案を審議しました。議決結果は次のとおりです。

討論は
 9 ページ

討論は
10ページ

審査は   
12 ページ

審査は   
13ページ

審査は   
12ページ

議
案
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結　果

議 案 第 61 号 鹿嶋市道路の構造の技術的基準等を
定める条例の一部を改正する条例

国が定める道路の構造の一般的技術的基準である道路構
造令が改正されたことに伴い、本市における基準を見直
すため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 62 号 鹿嶋市都市公園条例の一部を改正す
る条例

都市公園における禁止行為の見直し等を行うため、条例
の一部を改正するもの。 原案可決

議 案 第 63 号 鹿嶋市道路占用料の徴収に関する条
例の一部を改正する条例

道路法の改正に伴い、占用施設として自動運行補助施設
が追加されたため、条例の一部を改正するもの。 原案可決

議 案 第 64 号 鹿嶋市教育委員会教育長の任命につ
いて

鹿嶋市教育委員会教育長の任命に当たり、地方教育行政
の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、
議会の同意を求めるもの。任期は、令和３年10月１日か
ら３年間。

・川村  等　氏（再任）

原案同意

議 案 第 65 号 市道路線の認定について 荒野台駅周辺地区地区計画の区域内に整備する道路１路
線を認定するもの。 原案可決

報 告 第 ６ 号 専決処分について（令和３年度鹿嶋
市一般会計補正予算（第４号））

歳入歳出それぞれ2,356万9千円を追加し、総額241億9,325
万円とする補正予算について、令和３年６月25日に専決
処分を行ったため、地方自治法第179条第３項の規定によ
り、議会の承認を求めるもの。

原案承認

諮 問 第 １ 号 人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について、人権擁護委員法第
６条第３項の規定により、議会の意見を求めるもの。

・浦橋  武芳　氏（再任）
原案適任

認 定 第 １ 号 令和２年度鹿嶋市一般会計及び特別
会計歳入歳出決算認定について

令和２年度の鹿嶋市一般会計及び特別会計、鹿嶋市下水
道事業会計並びに鹿嶋市水道事業会計の決算について、
議会の認定を求めるもの。

原案認定

認 定 第 ２ 号 令和２年度鹿嶋市下水道事業会計決
算認定について 原案認定

認 定 第 ３ 号 令和２年度鹿嶋市水道事業会計決算
認定について 原案認定

請願と委員会から提出された意見書　２件

令 和 ３ 年
請 願 第 ２ 号

教職員定数改善と義務教育費国庫負
担制度堅持のための政府予算に係る
意見書採択を求める請願

地方自治法第99条の規定に基づき、国会または関係省庁
へ意見書（第２号）を提出するよう請願するもの。 採　　択

意見書第２号 教職員定数改善及び義務教育費国庫
負担制度堅持に係る意見書

学校現場では、新型コロナウイルス感染症対策による教
室の消毒作業等や貧困・いじめ・不登校など解決すべき
課題が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを実現す
るための教材研究や授業準備の時間を十分に確保するこ
とが困難な状況となっている。ゆたかな学びや学校の働き
方改革を実現するためには、加配の増員や少数職種の配
置増など教職員定数改善が不可欠である。一方、厳しい
財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自
治体もあるが、自治体間の教育格差が生じることは大きな
問題である。国の施策として定数改善にむけた財源保障
をし、子どもたちが全国のどこに住んでいても、一定水準
の教育を受けられることが憲法上の要請であり、ゆたかな
子どもの学びを保障するための条件整備は不可欠である。
よって、国会及び政府においては、地方教育行政の実情
を十分に認識し、地方自治体が計画的に教育行政を進め
ることができるように、下記の措置を講じられるよう強く
要請する。
１．中学校・高等学校での35人学級を早急に実施すること。

また、さらなる少人数学級について検討すること。
２．学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、

加配の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善を
推進すること。

３．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方
財政を確保した上で義務教育費国庫負担制度を堅持す
ること。

【意見書提出先：衆議院・参議院議長、内閣総理大臣、財
務大臣、総務大臣、文部科学大臣】

提出：文教厚生委員会

原案可決

審査は
13ページ

討論は
10ページ

審査は
13ページ

詳細は
 2・3ページ
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議案第51号　令和3年度鹿嶋市一般会計
補正予算（第5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○

議案第57号　鹿嶋市営宮中地区駐車場
の設置及び管理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × ○

認定第1号　令和2年度鹿嶋市一般会計
及び特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第5号議案　議案第51号令和3年度鹿嶋市一
般会計補正予算（第５号）に対する附帯決議 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

賛成＝〇、反対＝×、棄権＝△、欠席＝－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※篠塚洋三議長は、採決に加わりません。

議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結　果

委員会から提出された議案（意見書）　１件

意見書第３号
コロナ禍による厳しい財政状況に対
処し地方税財源の充実を求める意見
書

新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも
大きな影響が及び、地方財政は来年度においても、引き
続き、巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面
している。地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、
地域の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化対策などの
喫緊の課題に迫られているほか、医療介護、子育てをは
じめとした社会保障関係経費や公共施設の老朽化対策費
など将来に向け増嵩する財政需要に見合う財源が求めら
れる。その財源確保のため、地方税制の充実確保が強く
望まれる。よって、国においては、令和４年度地方税制改
正に向け、要望事項を確実に実現されるよう、強く要望す
る。

【意見書提出先：衆議院・参議院議長、内閣総理大臣、内
閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、経済
再生担当大臣】

提出：新型コロナウイルス感染症対策特別委員会

原案可決

議員から提出された議案　１件

第 ５ 号 議 案
議案第51号令和３年度鹿嶋市一般会
計補正予算（第５号）に対する附帯
決議

鹿嶋市財政の今後を見通すと、基幹産業である鉄鋼業で
は、高炉の一基停止が発表され、市民の間では、今後の
雇用の不安、事業継続の不安の声が、これまでになく高まっ
ている。令和３年度予算案の審査時にも指摘したが、子
育て支援センターの新築事業については、計画の発表か
ら予算化までの期間が非常に短く、場所の選定については
市民の合意が無いまま進められ、利用者である一般市民
の意見が取り入れられてない。そのような進め方をし、調
査も不十分であったことから、当初の計画から、子育て支
援センター用地と付随する道路用地の取得費用が１億円
近くも増加するという事態におちいることとなっている。
市も今一度、コロナ禍の中で、最優先で進める事業なの
かを検討し、議会も、一部地区・団体に有利な便宜を図
る予算ではないのか、行政として公正を欠いていないのか、
立ち止まって考える必要がある。よって、議案第51号令
和３年度鹿嶋市一般会計補正予算（第５号）に含まれる
用地取得については場所やコストの妥当性を再度精査し、
建設についても増額とならないよう慎重に検討し、その間
に、多くの市民の声を聴いて議論し、理解を得たうえで計
画を進めて行くことを求めるもの。

提出者：佐藤信成議員

否　　決
討論は
10ページ

議
案
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ら
も
、
将

来
世
代
に
大
き
な
借
金
を
背
負
わ
せ
る

大
き
な
イ
ン
フ
ラ
事
業
は
、
今
ま
で
以
上

に
慎
重
に
議
論
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
、
反
対
と
す
る
。

賛成

笹
沼
康
弘 

議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
救
急
医
療
対

策
な
ど
、
国
補
助
金
等
を
活
用
し
た
内

容
で
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
中

心
市
街
地
活
性
化
事
業
に
お
い
て
、
当

初
予
算
と
比
べ
て
大
き
な
増
額
で
あ
り

注
意
す
べ
き
点
で
は
あ
る
が
、
次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
、
未
来
へ
の
投
資
と
し
て
、

総
じ
て
必
要
な
予
算
で
あ
り
、
や
む
を

得
な
い
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
環
境
保
全
、

道
路
整
備
な
ど
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
必
要
な
事
業
も
含
ま
れ
る

た
め
賛
成
と
す
る
。

反対

宇
田
一
男 

議
員

　

令
和
２
年
度
決
算
に
お
い
て
も
、
収

支
は
３
年
連
続
の
赤
字
で
あ
り
、
財
政

調
整
基
金
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
基
金

は
、下
限
レ
ベ
ル
で
推
移
す
る
な
ど
、年
々

厳
し
く
な
る
財
政
状
況
が
見
え
る
な
か
、

行
政
主
導
の
中
心
市
街
地
活
性
化
と
い

う
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
計

画
や
予
算
に
つ
い
て
精
度
を
上
げ
、
事

業
内
容
及
び
規
模
が
見
極
め
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
計
画
予
算
の
順

守
は
必
達
で
推
進
す
る
こ
と
を
強
く
求

め
反
対
討
論
と
す
る
。

反対

佐
藤
信
成 

議
員

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ

い
て
、
多
数
決
あ
り
き
で
拙
速
に
予
算

化
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
た
っ
た
半
年
で

事
業
周
辺
の
用
地
取
得
だ
け
で
１
億
円

弱
も
の
補
正
予
算
が
出
て
く
る
こ
と
と

な
っ
た
。
他
の
候
補
地
も
検
討
す
る
よ

う
指
摘
し
続
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
場
所
に
こ
だ
わ
る
せ
い
で
、
用

地
取
得
に
さ
ら
に
１
億
円
近
い
税
金
を

投
入
し
て
い
く
。
市
民
に
と
っ
て
、
こ

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
に

と
っ
て
、
ひ
と
つ
も
福
祉
向
上
に
繋
が
ら

な
い
増
額
補
正
予
算
に
賛
成
で
き
る
わ

け
な
ど
な
い
。
こ
の
事
業
に
関
し
て
は
撤

討論討論
補
正
予
算
案
や
補
正
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議

で
活
発
な
論
議
に

議事録が完成され次第、鹿嶋市議会ホームページ
の会議録検索システムで検索することができます。

討
論



102021年 11月 1日
鹿嶋市議会だより

　
　

討
論

回
し
て
、
市
民
の
意
見
を
聴
く
と
こ
ろ
か

ら
仕
切
り
直
し
て
も
ら
い
た
い
。

反対

菅
谷 

毅 

議
員

　

本
補
正
予
算
全
般
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
や
市
民
要
望
に
よ
る
道

路
整
備
な
ど
、
総
額
５
億
６
０
０
０
万

余
り
で
あ
り
、
必
要
か
つ
重
要
な
補
正
予

算
で
あ
る
と
評
価
を
し
て
い
る
が
、
そ
の

約
５
分
の
１
を
占
め
る
１
億
円
近
く
が

宮
中
地
区
賑
わ
い
創
出
事
業
に
係
る
道

路
整
備
と
子
育
て
支
援
施
設
整
備
の
用

地
費
及
び
補
償
費
の
増
で
あ
り
、
当
初

予
算
査
定
の
甘
さ
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
無
理
や
り
こ
の
地
あ
り
き
で
決
定

し
、
補
正
予
算
で
巨
額
の
追
加
支
出
で

は
納
得
が
で
き
な
い
。
活
性
化
と
は
結

び
つ
か
な
い
墓
標
と
な
ら
な
い
よ
う
に
再

検
討
が
必
要
だ
と
考
え
、
反
対
と
す
る
。

反対

立
原
弘
一 

議
員

　

現
在
は
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

真
っ
た
だ
中
に
あ
り
、
１
年
８
か
月
を
過

ぎ
て
も
い
ま
だ
に
収
束
の
見
通
し
も
立

た
な
い
状
況
で
あ
る
。
国
も
地
方
自
治

体
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
住
民
を
守
る

対
策
に
集
中
し
て
取
り
組
む
べ
き
極
め

て
重
要
な
時
期
。
急
ぐ
必
要
の
な
い
事

業
に
多
額
の
補
正
予
算
を
投
入
す
る
の

で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
コ
ロ
ナ
対

策
に
予
算
を
振
り
向
け
、
少
し
で
も
市

民
が
安
心
し
て
年
末
年
始
が
迎
え
ら
れ

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
、

反
対
と
す
る
。

■
議
案
第
57
号　

鹿
嶋
市
営
宮
中
地
区

駐
車
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
　

宮
中
地
区
に
新
た
に
市
営
駐
車
場
を

設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
設
置
及
び

管
理
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る

と
と
も
に
、
関
係
条
例
を
整
理
す
る
た

め
、
制
定
す
る
も
の
。

反対

佐
藤
信
成 
議
員

　

今
ま
で
も
駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
莫
大
な

お
金
を
か
け
て
駐
車
場
整
備
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
。
今
回
の
関
鉄
跡
地

の
土
地
を
借
り
上
げ
た
こ
と
に
よ
る
反

射
的
な
税
負
担
が
ど
れ
く
ら
い
に
な
る

の
か
、
表
面
的
な
管
理
料
や
委
託
料
だ

け
で
な
く
、
回
り
回
っ
て
足
り
な
く
な
っ

た
補
填
を
す
る
必
要
も
出
て
く
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
委
員
会
の
審
議
で
も
明

ら
か
に
な
っ
て
な
い
。
一
部
の
方
々
の
都

合
で
、
市
民
の
方
々
が
大
変
な
思
い
を

し
て
納
め
て
い
る
税
金
を
、
市
民
の
方
々

が
納
得
の
い
か
な
い
形
で
使
う
の
は
や

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
反
対
と
す

る
。反対

立
原
弘
一 

議
員

　

計
画
で
は
市
営
駐
車
場
に
な
り
、
基

本
は
平
日
無
料
で
、
土
日
、
休
日
と
年

末
年
始
が
有
料
と
な
っ
て
い
る
。
誰
が

見
て
も
、
利
用
者
の
大
半
は
鹿
島
神
宮

参
拝
客
に
な
る
と
考
え
る
。
鹿
島
神
宮

の
た
め
の
駐
車
場
と
も
言
え
る
も
の
を

市
民
の
税
金
で
整
備
し
、
地
代
を
神
宮

に
支
払
う
。
十
分
な
料
金
収
入
は
見
込

め
る
の
か
。
不
足
し
た
と
き
の
穴
埋
め
は

ど
う
な
る
の
か
。
疑
問
を
持
つ
市
民
に

説
明
で
き
る
内
容
だ
と
は
到
底
思
え
な

い
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
得
で
き
る
土

地
利
用
計
画
と
な
る
よ
う
再
検
討
を
強

く
求
め
、
反
対
と
す
る
。

■
認
定
第
１
号　

令
和
２
年
度
鹿
嶋
市

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
の
鹿
嶋
市
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
、
議
会
の

認
定
を
求
め
る
も
の
。

反対

立
原
弘
一 

議
員

　

神
栖
市
に
建
設
予
定
の
新
可
燃
ご
み

焼
却
施
設
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
す
べ
き

内
容
が
山
積
み
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
質
疑
打
切
り
動
議
に
よ
っ
て

議
会
と
し
て
の
機
能
を
麻
痺
さ
せ
、
強

行
採
決
に
よ
っ
て
議
論
を
封
殺
し
、
決

定
し
て
し
ま
う
と
い
う
暴
挙
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
自
主
財
源
に
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策

に
投
じ
た
予
算
が
４
０
０
０
万
円
弱
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
他
の
自
治
体
の
事
例

等
を
研
究
す
れ
ば
、
選
択
で
き
る
支
援

策
は
豊
富
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。
以
上
の

理
由
か
ら
反
対
と
す
る
。

■
第
５
号
議
案　

議
案
第
51
号
令
和
３

年
度
鹿
嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
に
対
す
る
附
帯
決
議

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
新
築
事
業

に
つ
い
て
は
、
計
画
の
発
表
か
ら
予
算
化

ま
で
の
期
間
が
非
常
に
短
く
、
場
所
の
選

定
に
つ
い
て
は
市
民
の
合
意
が
無
い
ま
ま

進
め
ら
れ
、
利
用
者
で
あ
る
一
般
市
民
の

意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
ず

討
論
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は
子
育
て
世
代
の
方
々
の
意
見
が
反
映

さ
れ
た
施
設
に
な
る
こ
と
を
望
む
と
と
も

に
、
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
新
築
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
不
要
と
な

る
公
共
施
設
の
活
用
及
び
複
合
化
も
候

補
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
議
案
第
51
号
令
和
３
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

含
ま
れ
る
用
地
取
得
に
つ
い
て
は
、
場
所

や
コ
ス
ト
の
妥
当
性
を
再
度
精
査
し
、
建

設
に
つ
い
て
も
増
額
と
な
ら
な
い
よ
う
慎

重
に
検
討
し
、
そ
の
間
に
、
多
く
の
市
民

の
声
を
聴
い
て
議
論
し
、
理
解
を
得
た
う

え
で
計
画
を
進
め
て
行
く
こ
と
を
求
め

る
も
の
。

反対

山
口
哲
秀 

議
員

　

本
補
正
予
算
の
歳
入
は
財
源
の
約

60
％
を
国
・
県
支
出
金
、
地
方
交
付
税

に
よ
り
確
保
し
て
お
り
、
最
小
の
費
用

で
最
大
の
効
果
が
図
れ
る
も
の
。
歳
出

で
は
、
救
急
医
療
対
策
経
費
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
経
費
が

計
上
さ
れ
、
市
民
の
生
命
と
健
康
を
守

る
最
重
要
の
政
策
で
あ
る
。
ま
た
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
と
都
市

再
生
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
鹿
嶋
市
を
目
指
す
と
と

も
に
、
宮
中
地
区
賑
わ
い
創
出
事
業
と

し
て
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
本
市
の
活
性
化

と
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
本
補

正
予
算
が
さ
ら
な
る
賑
わ
い
創
出
に
寄

与
す
る
も
の
と
期
待
し
、
速
や
か
な
予

算
執
行
を
望
む
。

賛成

宇
田
一
男 

議
員

　

市
に
よ
る
駐
車
場
の
整
備
や
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
に
対

し
て
、
周
辺
住
民
の
経
済
、
生
活
に
与

え
る
影
響
、
こ
れ
が
は
た
し
て
薬
と
な
る

の
か
毒
と
な
る
の
か
判
断
し
か
ね
る
。
歴

史
館
建
設
に
つ
い
て
は
、
市
長
公
約
と
し

進
め
ら
れ
た
事
実
が
形
を
変
え
進
め
ら

れ
、
地
方
創
生
、
中
心
市
街
地
活
性
化

と
し
て
変
化
し
て
い
る
今
、
そ
の
本
来
の

目
的
・
効
果
を
検
討
す
べ
き
。
令
和
２

年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
減
収
補
填
債

等
を
入
れ
込
み
、
形
上
、
指
標
に
つ
い
て

は
好
転
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
そ
の

大
半
に
つ
い
て
は
市
債
に
関
わ
る
も
の
で

あ
り
、
慎
重
に
判
断
し
な
が
ら
進
め
る

も
の
が
妥
当
と
考
え
、
賛
成
と
す
る
。

反対

小
池
み
よ
子 

議
員

　

こ
の
事
業
は
令
和
元
年
12
月
26
日
に

内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
始
ま
り
、

市
長
は
市
民
に
も
説
明
し
て
い
る
。
決

し
て
唐
突
で
は
な
く
、
議
論
し
計
画
を

し
、
国
か
ら
の
交
付
金
も
き
ち
ん
と
受

け
、
工
事
費
の
４
割
を
国
か
ら
受
け
ら

れ
る
。
事
業
に
関
わ
る
全
て
の
地
権
者

の
賛
同
を
得
て
着
手
し
よ
う
と
し
て
い

る
今
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
権
者
の

皆
様
に
か
え
っ
て
不
安
を
与
え
る
の
で
は

な
い
か
。
子
育
て
す
る
な
ら
鹿
嶋
市
で
と

声
を
大
に
し
て
、
市
の
み
な
ら
ず
近
く
の

自
治
体
に
も
自
慢
で
き
る
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
一
日
も
早
く
建
設
し
て
い
た

だ
き
た
く
、
反
対
と
す
る
。

賛成

立
原
弘
一 

議
員

　

大
き
な
事
業
を
全
市
民
か
ら
理
解
さ

れ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
人
で
も

多
く
の
議
員
が
賛
同
す
る
中
で
、
慎
重

に
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
う
い
う
点
で
、
こ
の
附
帯
決
議
を

き
っ
か
け
に
し
て
議
会
が
ま
と
ま
っ
て
い

く
よ
う
な
形
が
取
れ
れ
ば
一
番
よ
い
の
で

は
な
い
か
。
ま
ず
こ
れ
を
出
発
点
に
し
て

議
論
を
重
ね
て
い
く
と
い
う
立
場
が
取

れ
な
い
も
の
か
。
も
う
一
度
深
く
議
論
を

し
て
、
市
民
の
賛
同
が
得
ら
れ
る
よ
う

な
内
容
に
し
て
い
く
と
い
う
努
力
が
必

要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

反対

根
崎 

彰 

議
員

　

丁
寧
な
予
算
審
議
と
予
算
決
算
常
任

委
員
会
の
権
威
を
大
切
に
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
中
で
審
議
を
し
て
ほ
し
か
っ

た
。
委
員
会
の
審
議
を
省
略
し
た
こ
の

動
議
の
提
出
に
対
し
て
は
、
そ
の
内
容
も

と
も
か
く
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
、

国
の
状
況
は
、
子
ど
も
を
い
か
に
し
て
大

切
に
育
て
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な

政
策
の
科
目
に
な
っ
て
い
る
。
市
に
お
い

て
も
、
ぜ
ひ
と
も
一
刻
も
早
く
こ
の
子
ど

も
・
子
育
て
の
環
境
が
整
う
よ
う
に
施

設
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛成

舛
井
明
宏 

議
員

　

止
め
る
の
で
は
な
く
て
慎
重
に
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
中
身
。
本
来
な

ら
ば
当
初
予
算
に
賛
成
し
た
方
々
か
ら

出
さ
れ
た
ほ
う
が
、
執
行
部
に
対
し
て
の

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
今
回
の
よ
う
に
当
初
予
算
の
成
立

か
ら
わ
ず
か
半
年
足
ら
ず
で
大
き
な
プ

ラ
ス
補
正
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
こ

の
附
帯
決
議
に
反
対
す
る
理
由
は
議
員

と
し
て
な
い
と
考
え
、
賛
成
と
す
る
。
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● 

委
員
会
の
活
動 

●
＊
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
は
、

　

本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。

平
米
単
価
、
建
物
の
面
積
、
減
価

償
却
を
掛
け
て
積
算
し
て
い
た
。

物
件
等
移
転
補
償
調
査
業
務
委
託

先
に
お
い
て
、
国
の
基
準
で
算
定

し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
建
物
の

中
や
材
質
等
細
か
く
積
算
し
た
結

果
、
額
が
大
き
く
な
っ
た
。

【
反
対
討
論
】

・
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、

場
所
や
事
業
内
容
が
ベ
ス
ト
な
の

か
疑
問
が
残
り
、
財
政
状
況
な
ど

全
体
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
立
ち
止

ま
る
べ
き
。

【
賛
成
討
論
】

・
補
正
の
金
額
に
注
意
す
べ
き
点

は
あ
る
が
、
子
育
て
中
の
方
々
か

ら
は
整
備
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
が
あ
る
た
め
早
期
に
事
業
を
推

進
す
べ
き
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
51
号

に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の

他
の
議
案
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
す
べ

き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
９
月
10
日
に
開
催
し
た
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
は
、
補
正
予
算

６
件
、
報
告
１
件
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
討
論

■
議
案
第
51
号　

令
和
３
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）

　
問
今
回
の
補
正
で
額
の
大
き

い
宮
中
地
区
賑
わ
い
創
出

事
業
関
連
の
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
及
び
都
市
再
生

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
増
額
の
要

因
は
。

答
用
地
取
得
費
に
つ
い
て
は

当
初
予
算
段
階
で
は
登
記

簿
面
積
で
積
算
し
た
。
執
行
に
あ

た
り
境
界
を
確
定
し
、
全
て
の
面

積
を
算
出
し
た
と
こ
ろ
増
歩
が
発

覚
し
補
正
を
計
上
し
た
。
物
件
移

転
補
償
費
で
は
特
に
建
物
の
再
築

費
で
増
額
と
な
っ
た
。
当
初
予
算

段
階
で
は
構
造
等
を
外
観
か
ら
判

断
し
、
建
設
コ
ス
ト
の
表
を
基
に

宮
中
地
区
賑
わ
い
創
出
事
業
の
補
正

予
算
な
ど
を
審
査

予 算 決 算 常 任 委 員 会

　
総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
２
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
討
論

■
議
案
第
59
号　

鹿
嶋
市
資
金
積

立
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
資
す
る
事

業
の
経
費
に
充
て
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
鹿
嶋
市
ふ
る
さ
と
納
税
基

金
の
設
置
等
を
行
う
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

問
基
金
を
設
置
す
る
ま
で
の

経
緯
と
理
由
は
。

答
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
・
メ

ル
カ
リ
・
市
で
締
結
し
た

地
方
創
生
地
域
包
括
連
携
協
定
に

基
づ
く
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
関
連
事

業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
。

問
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
構

想
・
事
業
内
容
は
。

答
Ｉ※※
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
も
の
。

ま
ず
は
事
務
の
効
率
化
を

図
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
基
金
設
置
に
関

す
る
議
案
な
ど
を
審
査意

見
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
主

体
性
を
持
ち
な
が
ら
業
務

を
遂
行
す
べ
き
。

意
見
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
の

向
上
に
向
け
、
返
礼
品
及

び
組
織
体
制
の
強
化
を
図
る
べ
き
。

【
賛
成
討
論
】

・
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
お
け
る

返
礼
品
の
さ
ら
な
る
工
夫
と
納
税

額
の
向
上
に
努
め
、
事
業
全
体
の

活
性
化
を
図
る
べ
き
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

総 務 生 活 委 員 会

基金

ふるさと納税の一部

鹿嶋市

アントラーズ メルカリ

スマートシティの推進

（例）

※ ICT…Information and Communication Technology（情報通信技術）の略。情報処理だ
けでなく、インターネットのような通信技術を利用した産業やサービスなどの総称。



2021年 11月 1日
鹿嶋市議会だより13

● 

委
員
会
の
活
動 

●
＊
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
は
、

　

本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。

複
雑
化
す
る
中
で
、
労
働
時
間
の

短
縮
に
向
け
た
取
組
と
し
て
こ
の

請
願
は
妥
当
で
あ
る
。

意
見
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
密
を

避
け
る
と
い
う
意
味
で
も
早
急
に

実
現
し
て
ほ
し
い
。

意
見
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
子
ど

も
が
増
え
て
き
て
い
る
中

で
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
に
多

く
の
大
人
が
寄
り
添
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
学
校
生
活
も
安
定
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
本
請
願
は
、
全

員
賛
成
で
、
原
案
の
と
お
り
採
択

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
請
願

１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
意
見

■
令
和
３
年
請
願
第
２
号　

教
職

員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の
政
府
予

算
に
係
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る

請
願

意
見
国
に
お
い
て
責
任
を
持
っ

て
等
し
い
教
育
の
機
会
を

与
え
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。

意
見
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
新

し
い
教
育
の
形
」
に
対
応

す
る
先
生
方
の
負
担
を
減
ら
す
こ

と
、
ま
た
教
員
の
な
り
手
不
足
の

解
消
等
に
予
算
を
費
や
し
て
も
ら

い
た
い
。

意
見
国
庫
負
担
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
も
ら
い
た
い
。

意
見
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
導
入
に
よ

り
教
員
の
仕
事
が
高
度
化
・

子
供
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び・
学
校
の
働
き

方
改
革
実
現
に
向
け
て
の
請
願
を
審
査

　
都
市
経
済
委
員
会
で
は
、
市
営

宮
中
地
区
駐
車
場
条
例
な
ど
５
議

案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
57
号　

鹿
嶋
市
営
宮
中

地
区
駐
車
場
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

　

宮
中
地
区
（
関
東
鉄
道
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
跡
地
）
に
新
た
に
市

営
駐
車
場
を
設
置
す
る
た
め
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

問
駐
車
場
の
整
備
費
用
は
。

駐
車
料
金
設
定
の
根
拠
は
。

料
金
の
徴
収
形
態
は
。

答
整
備
費
は
１
期
分
で
１
億

１
３
３
０
万
円
。
料
金
設

定
は
笠
間
稲
荷
公
営
駐
車
場
や
成

田
山
駐
車
場
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

料
金
は
業
務
委
託
で
人
が
徴
収
す

る
。問

業
務
委
託
費
と
駐
車
料
金

の
収
入
見
込
額
は
。
鹿
島

神
宮
か
ら
の
借
地
料
は
い
く
ら
か
。

市
営
宮
中
地
区
駐
車
場
条
例
を
可
決
、

市
道
一
路
線
を
認
定答

委
託
費
、
収
入
と
も
今
年

度
（
12
月
～
3
月
）
は
３

０
０
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

借
地
料
は
７
月
か
ら
の
契
約
で
１

４
２
万
円
／
年
。

■
議
案
第
65
号　

市
道
路
線
の
認

定
に
つ
い
て

　

荒
野
台
駅
周
辺
地
区
地
区
計
画

の
区
域
内
に
整
備
す
る
道
路
一
路

線
を
認
定
す
る
も
の
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

都 市 経 済 委 員 会

市道4427号線の現地調査

文 教 厚 生 委 員 会
決算の

チェック

請願…
憲法で保障された国民の基本的権利
であり、国や自治体に意見や要望を
述べること。

山
中

君
和
田

日直
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Ｑ
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
後
の
ま
ち
づ
く
り

栗
林
大
手
旅
行
代
理
店
が
「
コ
ロ

ナ
収
束
後
に
何
を
し
た
い

か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た

と
こ
ろ
、
１
番
目
が
外
食
、
２
番
目
が

国
内
旅
行
だ
っ
た
。
市
の
交
流
人
口
増

加
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

A
さ
ら
な
る
観
光
客
の
誘
客
を
図
る

市
長
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
向
け
、
ア

ン
ト
ラ
ー
ズ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
、
新
た
な
体
験

型
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
、
さ

ら
な
る
観
光
客
の
誘
客
を
図
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業
推
進

や
、
官
民
デ
ー
タ
や
情
報
通
信
技
術
な

ど
を
活
用
し
た
地
域
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
、
メ
ル
カ
リ
、
市
に
と
っ
て
交
流
人

口
の
増
加
は
重
要
な
地
域
課
題
の
一
つ

で
あ
る
た
め
、
特
に
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の

ブ
ラ
ン
ド
力
や
カ
シ
マ
ス
タ
ジ
ア
ム
を

地
域
資
源
と
し
て
捉
え
、
交
流
人
口
の

増
加
策
を
講
じ
て
い
く
。

Ｑ
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を 

栗
林
ス
ポ
ー
ツ
を
売
り
に
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
前
に
あ

る
「
水
の
広
場
」
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

や
B
M
X
の
施
設
整
備
を
し
て
は
い
か

が
か
。
ま
た
、
高
松
緑
地
運
動
公
園
野

球
場
を
高
校
野
球
の
予
選
が
で
き
る
よ

う
に
整
備
す
る
の
は
い
か
が
か
。

A
様
々
な
問
題
を
検
討

教
育部

長
水
の
広
場
は
雨
水
対
策
の
た

め
の
調
整
池
で
あ
り
、
防
災

上
の
観
点
か
ら
、
よ
り
適
切
な
管
理
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、
様
々
な
検
討
、
検

証
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で
の

整
備
は
難
し
い
。
ま
た
、
高
松
緑
地
運

動
公
園
の
現
野
球
場
は
硬
式
野
球
場

と
し
て
は
面
積
が
不
十
分
で
あ
る
。
整

備
す
る
場
合
に
は
、
周
辺
施
設
に
影
響

が
出
る
こ
と
は
必
須
で
あ
り
、
様
々
な

問
題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｑ
名
物
料
理
の
開
発
は

栗
林
鹿
行
地
区
の
食
材
な
ど
を
使

い
、「
鹿
嶋
に
行
っ
た
ら
あ

れ
食
べ
よ
う
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
名

物
料
理
を
開
発
し
て
は
い
か
が
。

A
か
し
ま
食
べ
物
語
で
Ｐ
Ｒ

経
済
振

興
部
長
鹿
嶋
に
行
っ
た
ら
と
言
わ
れ
る

食
材
に
つ
い
て
は
、
市
商
工
会

で
平
成
29
年
度
か
ら
食
の
フ
ェ
ア
か
し

ま
食
べ
物
語
と
し
て
、
鹿
嶋
の
食
材
を

使
っ
た
フ
ェ
ア
を
市
内
の
飲
食
店
で
開

催
し
て
い
る
。
引
き
続
き
商
工
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
意
識

し
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

栗
くり

林
ばやし

  京
きょう

子
こ

 議員
〔発言時間＝60分〕

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
参
道
へ
の
ゴ
ミ
箱
設
置
は

質
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
へ
の
支
援
に
つ
い
て

質
移
住
・
定
住
人
口
に
つ
い
て

質
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
市
民
カ
ー

ド
に
つ
い
て

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

このＱＲコードまたは各議員の顔写真下のＱＲコード
から一般質問の映像がご覧いただけます。
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Ｑ
夏
季
加
算
の
必
要
性
に
つ
い
て

川
井
連
日
の
熱
帯
夜
、
35
度
を
超

え
る
猛
暑
、
そ
し
て
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
と
い
う
環
境
の
中
で
市
民
生
活

は
年
々
苦
し
く
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
分
か
っ
て
い
て
も
暑
さ

を
し
の
ぐ
た
め
の
環
境
が
つ
く
れ
な
い

方
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
エ

ア
コ
ン
の
電
気
料
の
補
助
が
必
要
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

A
市
の
独
自
加
算
は
難
し
い
が
県

に
伝
え
て
い
く

健
康
福

祉
部
長
最
近
の
夏
の
暑
さ
の
厳
し
さ

か
ら
、
様
々
な
自
治
体
が
県

を
通
し
て
国
へ
要
望
書
等
を
上
げ
て
い

る
。
市
の
生
活
保
護
受
給
者
も
65
歳
以

上
の
方
が
６
割
を
超
え
、
か
な
り
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
う
い
っ
た
地
域

の
実
情
も
踏
ま
え
、
夏
季
加
算
に
つ
い

て
、
10
月
の
協
議
の
場
に
お
い
て
県
に

意
見
と
し
て
伝
え
た
い
。

Ｑ
通
学
路
の
安
全
安
心
に
つ
い
て 

川
井
先
生
が
夕
方
、
子
ど
も
た
ち

の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
て
立

哨
指
導
す
る
危
険
な
場
所
を
放
っ
て
お

い
て
よ
い
の
か
。
そ
こ
に
立
っ
て
指
導

す
る
こ
と
を
安
全
対
策
と
し
て
よ
し
と

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
市
と
し
て

も
国
や
県
へ
強
く
要
望
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

A
関
係
機
関
に
改
善
要
望
を
行
う

教
育部

長
通
学
路
に
お
け
る
合
同
点
検

等
実
施
要
綱
に
基
づ
い
て
、

９
月
15
日
か
ら
１
か
月
間
を
目
安
と
し

て
、
国
・
県
・
市
な
ど
の
道
路
管
理
者

と
警
察
署
等
の
関
係
機
関
に
よ
る
合
同

点
検
を
行
い
、
10
月
末
ま
で
に
対
策
案

を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
11

月
上
旬
に
は
、
新
た
な
観
点
で
対
策
が

必
要
と
さ
れ
た
箇
所
の
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
路
線
へ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、

鹿
嶋
市
通
学
路
安
全
推
進
会
議
に
お
い

て
協
議
し
、
課
題
箇
所
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
関
係
機
関
へ
改
善
要
望
を
行
っ

て
い
く
。

Ｑ
平
和
都
市
宣
言
を
目
に
留
ま

る
場
所
に

川
井
戦
後
76
年
を
迎
え
、
平
和
の

大
切
さ
を
語
り
継
ぐ
人
が

減
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
中
で
、
平

和
を
願
う
気
持
ち
、
口
に
出
す
勇
気
が

大
切
だ
と
思
う
。
以
前
、
市
役
所
内
に

平
和
都
市
宣
言
の
看
板
が
立
っ
て
い
た

と
思
う
が
、
市
民
の
目
に
留
ま
る
場
所

へ
設
置
が
で
き
な
い
の
か
市
の
見
解
を

伺
う
。

A
設
置
で
き
て
い
な
い

政
策
企

画
部
長
現
在
平
和
都
市
宣
言
に
係
る

掲
示
物
は
設
置
で
き
て
い
な

い
状
況
。
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ
た
事

項
に
関
し
て
明
示
し
て
い
く
こ
と
は
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
掲

示
、
明
示
が
効
果
的
で
あ
る
か
検
討
し

て
い
く
。

川
かわ

井
い

  宏
ひろ

子
こ

 議員
〔発言時間＝60分〕

PAGE21 PAGE20 PAGE19 PAGE18 PAGE17 PAGE16 PAGE15 PAGE14

Y
asuhiro Sasanum

a

Shigeru Taguchi

H
iroichi Tachihara

Toshinori K
om

atsuzaki

N
obunari Sato

Tsuyoshi Sugaya

H
iroko K

aw
ai

K
yoko K

uribayashi



162021年 11月 1日
鹿嶋市議会だより

Ｑ
「
労
働
者
協
同
組
合
法
」
を

活
か
し
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
雇

用
対
策
を

菅
谷
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
成
立
し
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
露
呈

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
に
よ
る
機

能
不
全
や
格
差
拡
大
を
修
正
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
労
働
者
協
同
組
合

法
。
非
正
規
労
働
者
の
雇
い
止
め
な
ど

雇
用
問
題
は
現
在
の
切
実
な
問
題
と

さ
れ
る
中
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
雇
用
対

策
と
し
て
活
用
で
き
る
法
律
だ
と
考
え

る
が
、
市
と
し
て
の
認
識
を
伺
う
。

A
働
き
方
の
選
択
肢
が
増
え
る
の

は
間
違
い
な
い

経
済
振

興
部
長
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
働
き
方
の
選
択

肢
が
増
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
し
て
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
な
お
一
層
働
き
方
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
、
新
た
な

雇
用
形
態
の
一
つ
と
し
て
雇
用
対
策
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
地
域
課
題
解
決
に
役
立
つ
制
度

菅
谷
広
島
市
な
ど
先
進
自
治
体
で
は
、

訪
問
介
護
、
学
童
保
育
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も
食
堂
な
ど
ほ
ぼ
全
て

の
分
野
で
地
域
の
課
題
解
決
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
よ
り
実
施
し
た

場
合
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
り
、
具
体
的
な
事

業
や
サ
ー
ビ
ス
を
全
庁
横
断
的
に
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

A
法
施
行
後
を
見
据
え
検
討
す
る

経
済
振

興
部
長
現
時
点
で
、
実
際
に
市
内
ま

た
は
近
隣
で
ど
の
よ
う
な
労

働
者
協
同
組
合
が
立
ち
上
が
る
の
か
全

く
不
明
で
は
あ
る
が
、
広
島
市
な
ど
の

先
進
事
例
を
調
査
研
究
す
る
と
と
も
に
、

国
や
県
か
ら
の
情
報
、
そ
し
て
市
内
に

お
い
て
組
合
設
立
の
動
き
な
ど
を
注
視

し
な
が
ら
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
関

わ
り
を
持
て
る
の
か
、
全
庁
的
に
業
務

の
洗
い
出
し
な
ど
を
す
る
な
ど
、
法
施

行
後
を
見
据
え
て
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
第
四
次
総
合
計
画
と
の
整
合
性
は

菅
谷
こ
の
法
律
の
目
的
は
「
持
続

可
能
で
活
力
あ
る
地
域
社
会

の
実
現
」
で
あ
る
。
総
合
計
画
の
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
基
本
構
想
に
入
れ

ら
れ
な
い
も
の
か
。
鹿
嶋
ら
し
さ
を
引

き
出
す
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
市

民
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る

制
度
と
し
て
活
用
す
べ
き
。
新
し
い
公

共
と
し
て
、
主
体
的
に
地
域
課
題
に
関

わ
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
制
度
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

A
有
効
性
を
確
認
し
て
い
く
過
程

が
必
要

政
策
企

画
部
長
労
働
者
協
同
組
合
法
の
活
用
策

に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の
「
共

創
」
の
取
組
と
親
和
性
が
高
い
と
認
識
し

て
い
る
が
、
新
し
い
制
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
段
階

で
解
決
で
き
な
か
っ
た
事
案
に
つ
い
て
の

検
討
な
ど
、
段
階
を
経
て
有
効
性
を
確
認

し
て
い
く
過
程
が
必
要
と
判
断
し
て
い
る
。

菅
すが

谷
や

 　毅
つよし

 議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
濃
厚
接
触
者
に
対
す
る
補
償

は佐
藤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
の
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た

方
は
、
仕
事
を
休
業
す
る
な
ど
経
済
的

な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
。
補
償
が
な
い

が
ゆ
え
、
外
出
を
し
、
感
染
拡
大
の
一

因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
濃
厚
接
触
者

の
方
が
安
心
し
て
自
宅
待
機
で
き
る
よ

う
な
補
償
制
度
を
用
意
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

A 

国
の
休
業
支
援
金
の
活
用
を

緊
急
経
済
対

策
担
当
参
事

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
休

業
さ
せ
ら
れ
た
労
働
者
を

支
援
す
る
制
度
と
し
て
、
休
業
手
当
の

支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
方
に
対
し
、
国
が
休
業
支
援
金
を
支

給
す
る
と
い
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
休
業
支
援
金
・
給
付
金
が

あ
る
。
ま
た
、
濃
厚
接
触
者
の
場
合
と

は
違
う
が
、
事
業
主
が
受
け
ら
れ
る
支

援
策
の
一
つ
と
し
て
、
両
立
支
援
等
助

成
金
、
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
な
ど

が
あ
り
、
こ
れ
ら
支
援
策
に
つ
い
て
引

き
続
き
周
知
に
努
め
る
。

佐
藤
よ
り
簡
単
に
、
濃
厚
接
触
者

の
方
が
こ
う
い
っ
た
制
度
を

調
べ
な
く
て
も
、
き
ち
ん
と
自
宅
で
待

機
で
き
る
よ
う
お
見
舞
金
の
よ
う
な
形

で
補
償
す
る
制
度
を
国
や
行
政
に
整
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
市
営
で
の
永
代
供
養
・
合
祀

合
葬
は

佐
藤
身
寄
り
の
無
い
方
に
と
っ
て

は
、
自
分
の
死
後
の
お
骨
の

扱
い
に
関
し
て
心
配
事
と
な
っ
て
い
る
。

生
前
に
安
心
し
て
自
分
の
死
後
の
こ
と

を
信
託
で
き
る
仕
組
み
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
無
縁
仏

に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
お
墓
を
建

て
る
余
裕
の
な
い
方
々
も
お
り
、
市
営

で
の
永
代
供
養
、
合
祀
・
合
葬
を
実
施

し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
伺
う
。

A 

希
望
者
の
増
加
は
承
知
し
て
い

る
健
康
福

祉
部
長
身
寄
り
の
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
財
産
管
理
や
死
後
の
事

務
の
執
行
な
ど
を
、
生
前
の
意
思
に
基

づ
き
、
法
律
の
専
門
家
と
任
意
後
見
契

約
・
死
後
事
務
委
任
契
約
を
結
び
、
ご

自
身
の
お
骨
の
取
扱
い
も
含
め
た
死
後

の
事
務
を
託
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
市
で
も
関
係
各
機
関
と
連
携
し
、

具
体
的
な
支
援
機
関
へ
つ
な
ぐ
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

市
民
生

活
部
長
永
代
供
養
墓
や
合
葬
墓
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
希
望
す
る

方
々
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
今
後
、
永
代
供
養
墓
や
合
葬
墓

が
ど
の
程
度
の
需
要
を
見
込
め
る
の
か
、

近
隣
自
治
体
の
状
況
・
取
組
を
参
考
に

し
、
民
間
の
合
葬
墓
等
の
活
用
も
含
め
、

民
間
に
影
響
が
な
い
よ
う
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
、
今
後
の
整
備
計
画
を
検
討
の

際
は
調
整
し
て
い
く
。

佐
さ と う

藤  信
のぶなり

成  議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
地
域
経
済
活
性
化
と
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て

小
松
﨑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
人
流
抑
制
策
に

よ
っ
て
、
特
に
市
内
の
観
光
業
や
飲
食

店
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
は
大

き
く
影
響
を
受
け
、
ま
た
基
幹
産
業
で

も
あ
る
鉄
鋼
業
の
合
理
化
が
発
表
さ
れ
、

地
域
経
済
の
縮
小
が
否
め
な
い
。
本
市

だ
け
で
の
対
応
策
や
取
組
で
は
難
し
く
、

国
や
県
な
ど
と
連
携
が
必
要
。
昨
年
10

月
、菅
内
閣
総
理
大
臣
は
、脱
炭
素
社
会

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
。
ま
た

県
で
は
、
い
ば
ら
き
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
産
業
拠
点
創
出
推
進
協
議
会
が

設
置
さ
れ
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

始
ま
っ
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

A
第
２
の
鹿
島
開
発
を
予
感

市
長
官
民
連
携
に
よ
る
産
業
創
出

に
向
け
、
機
運
醸
成
、
体
制

構
築
、
支
援
充
実
の
３
つ
の
対
策
を
講

じ
な
が
ら
脱
炭
素
社
会
を
目
指
す
、
県

主
体
の
い
ば
ら
き
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
産
業
拠
点
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

本
市
も
参
加
。
ま
た
、
昨
年
９
月
に
は

外
港
地
区
が
洋
上
風
力
発
電
の
基
地
港

湾
に
指
定
さ
れ
、
産
業
と
し
て
の
裾
野

の
広
さ
は
、
次
代
を
牽
引
す
る
新
産
業

と
し
て
非
常
に
魅
力
的
な
も
の
で
あ
る
。

外
港
地
区
を
核
と
し
た
地
域
振
興
策
を

ま
と
め
た
洋
上
風
力
発
電
事
業
推
進
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
関
連
産
業
が
裾
野

広
く
立
地
す
る
総
合
拠
点
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
く
。

小
松
﨑
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、

詳
細
が
決
ま
っ
て
い
く
段
階

で
多
く
の
市
民
と
共
有
を
お
願
い
す
る
。

Ｑ
公
共
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
化
は 

小
松
﨑
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
を
地
域
社

会
へ
実
装
さ
せ
て
い
く
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
を
。
地
域
の
課
題

を
本
質
的
に
解
決
す
る
に
は
事
業
と
し

て
新
し
い
仕
組
み
の
実
装
が
必
要
。
そ

の
た
め
に
は
、
地
域
課
題
や
自
治
体
の

公
共
デ
ー
タ
を
公
開
す
る
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
伺
う
。

A
調
査
研
究
を
進
め
る

政
策
企

画
部
長
民
間
企
業
が
求
め
る
デ
ー
タ

と
行
政
と
し
て
守
る
デ
ー
タ

を
精
査
・
峻
別
し
、
公
開
で
き
る
デ
ー

タ
の
う
ち
産
業
創
出
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
な
が
る
よ
う
な
も
の
は
積
極
的

に
公
開
し
、
民
間
の
創
意
工
夫
に
よ
っ

て
、
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
け
る
よ

う
、
先
進
自
治
体
の
動
向
を
確
認
し
な

が
ら
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

小
松
﨑
新
し
い
産
業
、
未
開
拓
の
分

野
に
進
出
す
る
た
め
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
と
し
て
、
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
化
な
ど
行
政
と
し
て
で
き
る

こ
と
を
す
べ
き
。

小
こ

松
まつ

﨑
ざき

  敏
とし

紀
のり

 議員
〔発言時間＝60分〕
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こ
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学
習
の
推
進
に
つ
い
て

質
環
境
保
全
施
策
の
推
進
と
連
携
に
つ

い
て
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Ｑ
緊
急
病
床
の
確
保
に
つ
い
て

立
原
医
師
、
看
護
師
が
見
渡
す
こ

と
が
で
き
る
体
育
館
等
の
広

い
と
こ
ろ
で
、
1
0
0
～
2
0
0
床
の

ベ
ッ
ド
を
並
べ
、
酸
素
吸
入
、
薬
剤
投

与
、
点
滴
を
し
、
そ
こ
で
軽
症
あ
る
い

は
無
症
状
の
方
の
重
症
化
を
き
っ
ち
り

防
ぐ
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
重
症

化
し
た
方
に
対
し
て
は
入
院
し
て
も
ら

う
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
市
長
か
ら
県
知
事
に
訴
え
て
も

ら
い
た
い
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
緊
急
要
望
を
提
出

感
染
症
対
策

担
当
参
事

県
で
は
既
に
緊
急
的
な
病

床
等
の
確
保
に
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
緊
急
的
な
病

床
確
保
対
策
の
ほ
か
宿
泊
療
養
施
設

の
確
保
、
抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
の
積
極

的
活
用
な
ど
、
現
状
に
て
出
来
得
る
限

り
の
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
図
り
な
が
ら
対

応
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
鹿

行
５
市
の
協
議
会
に
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
強
化
を
求
め
、

病
床
の
確
保
と
拡
大
に
つ
い
て
知
事
に

緊
急
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。

Ｑ
残
土
埋
め
立
て
の
危
険
箇
所

は 立
原
建
設
残
土
埋
立
て
の
中
で
、

危
険
な
箇
所
は
抽
出
さ
れ
て

い
る
の
か
。
豪
雨
対
策
な
ど
、
住
民
を

危
険
に
さ
ら
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
事

前
の
対
応
を
強
く
求
め
る
。
県
・
国
の

責
任
も
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

A
懸
念
さ
れ
る
事
案
は
１
箇
所

市
民
生

活
部
長
市
内
の
盛
土
事
業
に
お
け
る

危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
盛

土
現
場
周
辺
に
住
居
が
あ
り
、
住
居
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
事
案
に
つ
い
て

は
現
時
点
で
１
箇
所
。
違
法
性
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
県
や
警
察
と
連
携
し
な

が
ら
停
止
命
令
等
の
措
置
を
行
い
、
行

為
者
自
ら
が
崩
壊
防
止
対
策
を
講
じ
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
市
民
の
安
全
の

確
保
の
た
め
、
継
続
的
に
現
場
の
状
況

を
監
視
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

連
携
、
協
議
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ
避
難
所
の
感
染
症
対
策
は

立
原
災
害
時
、
避
難
所
に
市
民
が

避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
と
き
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
は
。

A
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
を
防
ぐ

市
民
生

活
部
長
避
難
所
の
感
染
症
対
策
と
し

て
は
、
避
難
所
感
染
症
対
策

及
び
避
難
所
運
営
の
手
引
に
基
づ
き
、

手
指
消
毒
や
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、
問

診
等
に
よ
る
体
調
不
良
者
へ
の
誘
導
対

応
な
ど
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
を
防
ぐ

取
組
を
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、
避
難

さ
れ
た
方
々
の
飛
沫
感
染
防
止
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
配
慮
な
ど
の
た
め
、
現
在

整
備
し
て
い
る
屋
内
用
間
仕
切
り
テ
ン

ト
も
活
用
し
な
が
ら
、
避
難
所
に
お
け

る
衛
生
環
境
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

立
たち

原
はら

  弘
ひろ

一
いち

 議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
大
野
地
区
の
排
水
整
備
に
つ
い
て

田
口
平
成
19
年
度
に
幹
線
排
水
路

を
１
本
に
計
画
変
更
手
続
を

し
た
後
、
地
域
の
要
望
か
ら
、
平
成
21

年
度
に
は
荒
野
台
区
・
小
山
区
の
排
水

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業
で
実
施
し
、
農
地
へ
の
冠
水
被

害
と
国
道
内
水
氾
濫
解
消
に
向
け
た

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
平
成
20
年
度

の
計
画
変
更
に
よ
り
、
北
ブ
ロ
ッ
ク
が

今
年
度
で
終
了
す
る
。
主
要
工
事
の
変

更
内
容
と
事
業
概
要
に
つ
い
て
説
明
を

願
い
た
い
。

A
雨
水
排
水
整
備
事
業
を
推
進

経
済
振

興
部
長
受
益
面
積
が
減
少
し
た
た
め
、

当
初
計
画
は
７
９
２
９
ｍ

あ
っ
た
排
水
路
の
延
長
が
、
南
ブ
ロ
ッ

ク
（
荒
野
・
小
山
地
内
）
は
４
３
５
７

ｍ
の
減
少
、北
ブ
ロ
ッ
ク
（
青
塚
地
内
）

も
５
３
３
ｍ
減
少
し
、
変
更
後
排
水
路

の
延
長
は
３
０
３
９
ｍ
と
な
っ
た
。
事

業
１
期
目
は
平
成
14
年
度
か
ら
平
成
20

年
度
ま
で
、
事
業
費
は
４
億
８
６
１
２

万
円
、
排
水
路
の
整
備
延
長
は
８
２
５

ｍ
。
２
期
目
が
平
成
21
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
、
事
業
費
は
９
億
９
４
０

万
円
、
排
水
路
の
整
備
延
長
は
２
２
１

４
ｍ
。

田
口
大
野
地
区
に
お
け
る
地
域
総

合
整
備
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整

備
部
長
平
成
８
年
度
か
ら
の
10
年
間
、

総
事
業
費
約
29
億
円
で
排
水

路
整
備
や
道
路
整
備
を
実
施
し
、
約
34 

km
の
排
水
路
を
整
備
。
第
２
期
と
し
て

平
成
18
年
度
か
ら
５
年
間
、
総
額
が
約

11
億
７
０
０
０
万
円
、
約
67 

km
の
排
水

路
を
整
備
。
雨
水
排
水
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
末
時
点
で
、
大
野
地

区
の
み
で
約
６
億
５
０
０
０
万
円
の
事

業
を
実
施
し
、
約
12 

km
の
排
水
路
を
整

備
。
ま
た
、
道
路
拡
張
事
業
に
併
せ
、

雨
水
管
や
側
溝
な
ど
の
排
水
整
備
を
実

施
し
て
い
る
。
地
域
総
合
整
備
事
業
を

含
め
、
合
併
後
の
大
野
地
区
に
お
け
る

投
資
額
は
、
排
水
整
備
に
約
21
億
、
道

路
整
備
に
約
26
億
、
総
額
で
47
億
円
。

田
口
か
ん
が
い
排
水
路
計
画
の
変

更
に
よ
り
縮
小
と
な
っ
た
、

池
田
典
禮
先
荒
井
周
辺
の
排
水
路
計

画
の
具
現
化
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
お
い

て
は
、
流
末
周
辺
の
地
域
の

方
々
か
ら
同
意
を
得
ら
れ
ず
に
、
事
業

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

そ
の
際
の
計
画
変
更
が
、
今
な
お
大
野

地
区
の
排
水
環
境
に
問
題
を
残
し
て
い

る
。
現
在
の
整
備
事
業
に
お
い
て
更
な

る
解
決
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
検
討
す

る
と
と
も
に
、
幹
線
排
水
路
の
有
効
活

用
を
検
討
し
て
い
く
。

都
市
整

備
部
長
雨
水
排
水
整
備
事
業
に
よ
る

枝
線
整
備
拡
大
に
よ
り
、
少

し
で
も
環
境
整
備
を
整
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
は
問

題
箇
所
の
現
地
調
査
、
測
量
な
ど
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
既
存
施
設
を
有
効

活
用
し
、
冠
水
被
害
の
解
消
と
生
活
環

境
改
善
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
新
た
な

排
水
整
備
と
し
て
の
事
業
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

田
た

口
ぐち

 　茂
しげる
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Ｑ
か
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て

笹
沼
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
が

象
徴
す
る
経
済
成
長
中
心
社

会
か
ら
、
人
々
の
心
の
成
長
を
重
視
し

た
幸
せ
中
心
社
会
へ
の
価
値
転
換
、
ｗ

ｅ
ｌ
ｌ 

│ 

ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
と
い
う
概
念
の

言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
に
通
じ
る
も
の
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
理

念
に
は
あ
る
と
考
え
る
。
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
設
立
し
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
か
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
こ
れ

ま
で
の
成
果
と
功
績
、
今
後
期
待
さ
れ

る
効
果
を
伺
う
。

A
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

の
役
割
を
担
う

教
育部

長
休
館
日
を
除
く
ほ
ぼ
毎
日
、

市
民
セ
ン
タ
ー
体
育
館
や
高

松
緑
地
温
水
プ
ー
ル
等
を
使
用
し
、
指

導
者
を
配
置
し
て
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の

場
を
提
供
す
る
エ
リ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
き
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

平
成
19
年
に
文
部
科
学
大
臣
か
ら
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ

た
。
ま
た
、
市
が
委
託
し
て
い
る
介
護

予
防
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
社
会
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
に
お
い
て
、

同
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
世
代
間
の
交
流
、

高
齢
社
会
へ
の
対
応
な
ど
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
教
員
の
働
き
方
改
革
の
背
景

も
あ
り
、
同
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
と
い
う
役
割
を

大
き
く
超
え
て
、
学
校
と
地
域
が
連
携

し
た
新
し
い
部
活
動
の
形
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

Ｑ 
既
存
ス
ト
ッ
ク
利
活
用
補
助

制
度
と
は

笹
沼
所
有
者
不
明
家
屋
を
含
め
た

空
き
家
対
策
の
取
組
、
ま
た

本
年
度
よ
り
開
始
し
た
既
存
ス
ト
ッ
ク

利
活
用
補
助
制
度
の
概
要
を
伺
う
。

A
中
古
物
件
購
入
、
解
体
工
事
に

補
助

都
市
整

備
部
長
所
有
者
が
不
明
で
あ
る
な
ど

の
場
合
に
は
、
空
き
家
特
措

法
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
の
課
税
台
帳

や
登
記
簿
謄
本
、
戸
籍
等
の
調
査
に
よ

り
、
相
続
権
者
な
ど
管
理
義
務
の
あ
る

方
に
順
次
指
導
通
知
を
送
付
し
、
自
身

に
関
係
の
あ
る
物
件
の
確
知
と
適
正
管

理
を
促
し
て
い
る
。
市
内
の
空
き
家
に

関
わ
る
諸
問
題
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
を
図
る
た
め
、

既
存
ス
ト
ッ
ク
利
活
用
補
助
制
度
と
し

て
、
市
内
の
市
街
化
区
域
内
に
存
在
す

る
中
古
物
件
を
10
年
以
上
使
用
す
る
目

的
で
購
入
し
た
際
、
中
古
物
件
の
購
入

費
用
の
２
分
の
１
を
補
助
、
不
良
住
宅

や
特
定
空
き
家
等
の
認
定
を
受
け
た
建

築
物
及
び
市
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し

２
年
を
経
過
し
た
建
築
物
の
解
体
工
事

費
用
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
制
度
を

開
始
し
た
。
な
お
、
補
助
額
に
つ
い
て

は
、
中
古
物
件
購
入
、
解
体
工
事
費
用

と
も
、
限
度
額
を
30
万
円
と
し
て
い
る
。

笹
ささぬま

沼  康
やすひろ

弘 議員
〔発言時間＝30分〕
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小
松
﨑
敏
紀

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
併
せ
て
、

今
ま
で
特
集
記
事
と
し
て
市
内
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
１
０
６
号
か
ら
『
と
び
ら
』
の
表
紙
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
を
テ
ー
マ

に
特
集
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
持
続

可
能
な
自
治
体
と
し
て
11
月
は
決
算
審
査

を
取
り
上
げ
、
５
月
は
新
年
度
予
算
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
が
興
味

を
持
ち
、
わ
か
り
や
す
い
議
会
広
報
紙
の

編
集
に
注
力
致
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

◆
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
　

小
松
﨑　

敏　

紀

副
委
員
長　
　

樋　

口　

富
士
男

委　
　

員　
　

小　

池　

み
よ
子

委　
　

員　
　

宇　

田　

一　

男

委　
　

員　
　

笹　

沼　

康　

弘

委　
　

員　
　

舛　

井　

明　

宏

　コロナ禍において、日本のデジタル化が大幅に
遅れていることが浮き彫りとなり、行政のデジタル
化が急務となっています。本市議会においても、Ｉ
ＣＴの導入を進めています。
　議場のほか、委員会などを行う会議室のWi-Fi
環境を整備し、議員全員にタブレット端末を貸与
しました。タブレットでは主に以下のシス
テムを使用し、会議のペーパーレス化
やスケジュール管理、議員間や事務局
との連絡調整などを行っています。

【SideBooks】
　ペーパーレス会議システム。会議資料を電子化し、
クラウドに保存、タブレット端末で閲覧します。会
議中はもとより、普段の議員活動でも活用します。

【LINE WORKS】
　議員・事務局間の情報交換や共有、スケジュー
ル管理等、業務に利用される様々な機能を通じて、
効率的に業務を遂行できるシステムです。会議の招
集や事務連絡などに活用中です。各議員の既読・
未読も確認できるようになりました。

　議会活動を知っていいただくとともに、市民の皆様の御意見を市政に反映させるための議会報告会について、
新型コロナウイルス感染症の状況を見極めながら、実施の可否や開催方法などを検討しています。詳細が決
まり次第、鹿嶋市議会ホームページやFacebookなどでお知らせいたします。

３密回避のため一般質問を
分散して行いました

市議会もＩＣＴ技術を活用
しています

議会報告会、開催方法を検討中です

　新型コロナウイルス感染症拡大防止を図るた
め、議員・職員とも、議場に入場する人数を削
減し一般質問を行いました。議員は開議時に全
員出席し、その後議場に入場しない半数の議員
は別室のモニターで一般質問を視聴しました。
　議場に出席している議員が定足数（この場合
は半数の10名）を下回ることのないよう配慮し
ながら議事を進行しました。

11月30日（火）次回定例会の
開会予定は
11/ 30（火）本会議：開会

12/　6（月）
7（火）・8（水）

本会議：一般質問
　※８日は予備日 

9（木）本会議：質疑、委員会付託、予算決算常任委員会

10（金）予算決算常任委員会

13（月）常任委員会

16（木）本会議：委員長報告、討論、採決、閉会

※変更の場合があります。詳細はＨＰでお知らせします。
　https://www.city.kashima.ibaraki.jp/site/19gikai/3297.html

約半数となった議場の様子

議場に入らない議員は別室で一般質問をモニター視聴


